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1993.4 阪神高速道路公団 入社

＜これまでの主なキャリア＞

 ・建設関係；建設事業管理、技術基準、京都線、大和川線、淀川左岸線(2期)

 ・保全関係；保全事業管理、アセットマネジメント、通行止め工事他

 ・その他；日本高速道路インターナショナル（JEXWAY）等への出向 他

 土木学会；地下空間小委員会、トンネル示方書改定委員会、

舗装マネジメント小委員会 他

＜現職＞

建設事業本部建設企画部 新技術担当部長

京都大学経営管理大学院道路アセットマネジメント政策講座 特命教授(2022.4～)

https://www.gsm.kyoto-u.ac.jp/faculty/48647/

デジタルアセットマネジメントの方法論
インフラ物性に係る研究 他
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話題提供

１．DX技術の進展と社会の変化、官民の動向

２．BIM/CIMの現状と課題

３．阪神高速の取組み

３．他機関の取組み（九州地整、関東地整等）

４．その他（インフラ物性）
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１．DX技術の進展と社会の変化、官民の動向
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・AIやIoT等のデジタル技術が進展しており、「超高速」「超低遅延」「多数同時接続」の環境

を実現できる5Gのサービスが開始され、IoT デバイスの普及拡大とデータ送受信の拡大。

   さらに、ディープラーニングの進化による画像認識市場が拡大しており、AI による画像解析

分野はカメラ等周辺機器の充実により様々産業に拡大。

・新型コロナウィルスをきっかけとして社会のデジタル化が進展し、オンライン会議や地方居

住が進む等仕事も働き方も大きく変化。さらに、政府が策定した「科学技術基本計画」に

おいては政策の柱の一つとして「超スマート社会（Society5.0）」が未来の姿として提起。

・あらゆる産業において新たなデジタル技術を利用して、これまでにないビジネスモデルを展

開する新規参入者が登場 。こうした中で各企業は、競争力維持・強化のためにDXを推進し

進めるべく様々な取組みを実施。

・社会経済状況の激しい変化に対応し、インフラ分野においてもデータとデジタル技術を活用

して、国民のニーズを基に社会資本や公共サービスを変革すると共に、業務そのものや、組

織、プロセス、建設業や国土交通省の文化・風土や働き方を変革し、インフラへの国民理解

を促進するとともに、安全・安心で豊かな生活を実現すべく、組織横断的な取組みを推進。

デジタル技術の進展と社会の変化

DXに関する官民の動向
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建設業界の現状

・アナログ作業による手間

⇒紙の図面、紙の帳票提出、押印 等

・ダブルワーク・二重入力（現場レベル）
 ⇒ 野帳に記入し事務所で入力、各種帳票に個別に入力 等

・打合せ時間
 ⇒ 合意形成のための認識合わせ、2 次元図面から完成形状をイメージしながら調整

・行う必要がある事項
⇒安全管理、品質管理等は必ず必要

何に時間がかかっているか？ 生産性向上を阻害する要因は？ 

・変えられる事項
⇒ エビデンスデータの提出、インプット・アウトプット作業、データの一元化・

二次利用
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⚫ DXとはデジタル技術による働き方の改革
・DTではなくDXと表記されるのは、英語圏では交差するという意味を持つtransをXと

略すため

⚫ DXと ICT,BIM/CIM等のデジタル技術との違い
   ・ICT,BIM/CIM等のデジタル技術の推進は、技術の推進自体が目的となりがち

・DXは ICT,BIM/CIM等のデジタル技術を手段として、働き方をよりよく変革

することを目的とする

・目的と手段が逆の事象は、似てはいるが本質が大きく異なる

⚫ デジタル化が大きく推進されても、メリットが感じなければ無意味

・技術が高度である必要は無く、むしろ身近なデジタル技術を用いて負担軽減、

安全の確保が必要

・省力化、使い方を簡単に習得、必要な機材が入手、低コスト、 工期短縮等

のメリットを生じさせること、導入しやすく効果が高いことをが重要

DX（Digital Transformation）とは？
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インフラ分野のＤＸ（国土交通省）

〇建設現場の課題
・将来の人手不足
・災害対策
・インフラ老朽化の進展 等
⇒ 生産性向上を目指し、i-Construction

 を推進

〇社会経済情勢の変化
・技術革新の進展（Society5.0）
・行政のデジタル化を強力に推進
・新型コロナウイルス感染症に対応する
 「非接触・リモート化」の働き方 等
⇒ インフラ分野においてもデジタル化・

 スマート化を強力に推進する必要

【インフラ分野のDX】
社会経済状況の激しい変化に対応し、インフラ分野においてもデータとデジタル技術を
活用して、国民のニーズを基に社会資本や公共サービスを変革すると共に、業務そのも
のや、組織、プロセス、建設業や国土交通省の文化・風土や働き方を変革し、インフラ
への国民理解を促進すると共に、安全・安心で豊かな生活を実現

行
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【出典】 日経コンストラクション 2020.6

⚫ 計画、設計、建設、維持管理に至るプロセスにおいて、技術を実装しDXを推進

i-construtionとDX   ～働き方改革と生産性向上～
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高速道路各社の取組み

・NEXCO中日本：i-MOVEMENT

・NEXCO東日本：スマートメンテナンスハイウェイ

・首都高：スマートインフラマネジメントシステム

・阪神高速：COSMOS-GIS

・NEXCO西日本：ニューエースディーエックス
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【参考】 阪神高速COSMOS

⚫阪神高速COSMOS(Communication Systems for Maintenance, Operation and Service)は、各業務支援システムの保

有情報を、GISを用いた1つのプラットフォーム(COSMOS-GIS、2D表示)で可視化、重合せ表示等ができる仕組み。

⚫ 「業務効率化に資するICT技術の導入や既存システムの連携・活用発展」の社内方針を基に、2016年度に検討を開始し、

2019年度に概成した業務支援システム。

位置KEY

管理番号

位置KEY
キロポスト

位置KEY
JDP 、区間

位置KEY
経緯度

スーパー翻訳マン
（COSMOS-GIS）

位置KEY
経緯度

位置KEY
管理番号

位置KEY
キロポスト

位置KEY 
JDP、区間

沿道･お客さま系

交通系

資産･設備系

災害対応系

： 鋼床版き裂発生箇所 ×： 舗装損傷発生箇所

鋼床版き裂と舗装損傷のCOSMOS-GISでの重合せ

GIS上での高さ情報の表示イメージ

阪神高速COSMOSの

位置情報をもとに各システムの管理指標(インデックス)を翻訳、地図表示
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各種図面及びポリゴン表示機能

各種システム
データベースと
の連携

管理番号・キロポスト・住所検索機能

【参考】COSMOS-GIS表示画面
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【参考】土木構造物カルテの閲覧

●従来
点検・保守管理システムから
損傷一覧を検索する

●連携後
COSMOS-GIS画面上のモデルを選択することで
橋梁カルテ画面へ直接アクセスが可能
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【参考】 位置情報の重ね合わせ表示

⚫ 点検・保守管理システム内の舗装損傷情報鋼床版き裂位置図の重ね合わせ表示
⇒ 舗装損傷と鋼床版き裂位置の関係性が一目で確認
⇒ 補修方法の検討や損傷予測分析の容易化・高度化
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２．BIM/CIMの現状と課題
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BIM/CIM原則適用（2023年度～）

⚫ 2023年度から国交省工事ではBIM/CIM原則適用を開始

⚫ データ連携が重要とあるが、実際には3 次元モデルを作成、活用することが求め
られるのが現状
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日本のBIM/CIMの現状

⚫ BIM/CIM = 3D CADとなっている

⇒ 生産性向上は限定的

⇒ データマネジメントを打ち出しているが、受注者の意識改革にもバラツキ

⚫ 地方部における中小企業までを対象に考えざるを得ない

⇒ 本来不要な3 次元化を考慮せざるをえない（小さな配管工事まで3 次元化は不要）

工事の重みづけによる実施、未実施の判断は難しく、ある程度全工事を同レベ
ルで考えざるをえない

⚫ BIM/CIMと3D CADを混在し、生産性が上がらないことを実施。成果は限定的
      ⇒ BIM/CIMが効果がないのではない。3D CADの取組みの限界（効果はゼロではな

いが限定的）

⚫ 効果が上がる施策の実施が重要
 ・データマネジメントが重要で効果が出る
 ・建設プロジェクトでは調査～測量～設計～施工～維持管理のデータ連携と効

 率化
 ・特に期間の長い維持管理フェーズでの効率化が重要

⇒建設、維持管理部門との連携
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BIM/CIMの概念

調査•測量段階で得られる情報
・地形データ
・既存構造物データ etc

何の情報は更新されていくべきか？
何の情報は素早くアクセスできるべきか？

設計段階で得られる情報
・形状、寸法
・既存構造物情報
・設計基準 etc

維持管理で得られる情報
・点検記録
・写真 etc

施工段階で得られる情報
・完成形状、寸法
・材料仕様
・施工日時
・品質情報 etc
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施工段階で得られた情報の中で維持管理に引継ぐべき情報

情報付与属性 属性情報付与

設計モデル

設計情報を付与した

施工モデル

必要な情報が
ない・・・

施工記録を
付与しよう

維持管理モデル

必要な情報が
ない・・・

情報が
多すぎる・・・

維持管理で必要な情報は維持管理部門が決める（しか決められない）

維持管理部門からのリクエストによって、
維持管理部門に引継ぐ施工時情報を決定
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施工段階で得られた情報の中で維持管理に引継ぐべき情報

設計モデル 属性情報付与 属性情報付与施工モデル 維持管理モデル

維持管理段階で必要な情報の整理（例）
・維持管理で更新する資料
・維持管理で参照する資料
・有事に確認が必要な資料

施工段階で必要な情報の整理（例）
・施工で更新する資料
・施工で参照する資料
・施工時に確認が必要な資料

必要な属性情報のリクエスト 必要な属性情報のリクエスト

例）鉄筋の施工モデルBIM/CIMのコントロールや実施
メリットは事業者が得るもの 施工時の完成形状を高速・簡易に再現可能な技術で維持管理

フェーズに受け渡すことで、あと施工アンカーの配置検討、維持
管理時の基本情報の活用が可能
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3次元化することで・・・

・可視化され関係者で共通認識を持つことが可能（関係者で同じ認識）

・図面では見えない課題を抽出（例：複雑な線形の建築限界）

・数量算出などが容易（簡素化した計算ではなく真の値を算出）

日本ではBIM/CIMと3D CADが混同されているのでは？

⇒ 幾何的モデル構築が主たる目的ではなく、データの利活用が重要

調査～測量～設計～施工～維持管理のプロジェクト内で必要な
データが乗る船が BIM/CIMモデル

BIM/CIM ≠ 3D CAD
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【参考】第12回BIM/CIM推進委員会（7/26）
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【参考】第12回BIM/CIM推進委員会（7/26）
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BIM/CIM や ICTは目的ではない
生産性を高める、無駄を削減する手段としての考え方、活用が必要

BIM/CIM ＝ 3D CADではない
データマネジメント、活用が重要

使えるBIM/CIMに発展させるために

個人的には・・

・日本の建設産業の技術力は高い
・しかし、生産性の観点では低いと言わざるを得ない

製造業は数十年にわたって生産性を高める努力をしてきた
⇒ 建設業の取組みは、まだこれから ⇒ 他業種の良い点を導入

調査～測量～設計～施工～維持管理に携わる関係者が一丸となることで、
生産性は劇的に向上

劇的に生産性が高まる
伸び代がある
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【参考】第12回BIM/CIM推進委員会（7/26）
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【参考】第12回BIM/CIM推進委員会（7/26）
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3．阪神高速の取組み
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BIM/CIMの実装化に向けた課題（阪神高速の建設工事を事例として）

① 情報の利活用（設計の可視化）
② 設計の最適化（整合性の確保）
③ 施工の高度化（情報化施工）判断の迅速化

④ 維持管理の効率化・高度化
⑤ 構造物情報の一元化・統合化
⑥ 環境性能評価・構造解析等

・調査・測量～設計～建設（着手前、完成時）～維持管理まで一元的な運用（プラットホーム）
・建設段階では土木工事共通仕様書等で定めるガイドラインに基づき、受注者と調整（各工事毎に詳細
 度含め、差異が見受けられる状況
・維持管理段階でのニーズを踏まえ、建設段階に反映する必要(データ共有のあり方)

・その他；他機関の動き（国、自治体の動向、BIM/CIM推進委員会等）
  橋梁メーカー、建設会社 ⇒ 課題、発注者への要望
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BIM/CIM検討の状況

■国交省の動向
 ・BIM/CIM推進委員会（学識者、国、関係団体等）。BIM/CIMの普及推進を目的として

2019年9月に第1回委員会が開催。これまでに12回開催。
 ・2023年度から直轄業務・工事でBIM/CIMの原則適用が始まったものの、誰でも対応でき

ることを念頭にルール化（3Dモデル作成の際の視覚効果。部材の干渉チェックや景観検
討等、義務項目、推奨項目）を定め、BIM/CIM適用の裾野を広げる方向で議論を進めてい
る状況

 ・目指すべき方向性；データシェアリングのツールとしてBIM/CIM、3Dモデルからの数量
 算出 ⇒ 工事費の算出 ⇒ 積算業務の効率化

 ・2026年度積算要領改訂にあわせて、3D、2Dモデルから自動で数量が算出できるように
システム開発も進める予定。BIM/CIM推進委員会と次期積算システム検討WGとの連携 

■日建連、橋建協、建コン協、OCF、自治体等
 ・今後、BIM/CIM推進委員会にて積算業務の生産性向上が話題となっているが、3Dモデルから
数量、工事費算出するシステムは、今後新たに開発が必要

 ・国からは全工種での対応ができないかといった打診はあったが、工種を絞るべきといった意見
  ⇒ 橋梁下部工

 ・BIM/CIMが視覚化だけだと寂しい。本来のメリットは何か。活用することで省力化、省人化につな
がらないと意味がない。そのためには何をすればいいのか、どのようなデータが必要なのか明確に
する必要。

 ・未だにBIM/CIM=3Dモデルの作成と思っている担当者が多い（本省、阪高、自治体意見交換会）
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・建設会社、橋梁メーカーの取組みや発注者への要望等について定期的に意見交換会を開催するととも
に、本省技術調査課等と月1回のWGを立ちあげ、BIM/CIM推進委員会の動向、自治体の取組み状況
等の共有。併せて、建コン協近畿支部、大建協との意見交換会も開催。また、社内的には維持管理部門
へのヒアリングを実施。意見交換会等を通して見えてきた主な課題は以下のとおり

【現状と課題】
・各社によって、詳細度、点群データ、着目すべき部位等も含め、取り組み内容にかなりのばらつきが
 見受けられる。但し、詳細度200～300程度（外形の把握）は設計段階で通常ルーティンとして活用。
支点部の高詳細度や点群データの取得については差異が大きい

・橋梁メーカー；維持管理まで含めた課題の見える化。部位毎で高詳細度（400）を定めた提案。点群
データについても点密度3㎜で既設橋等との近接度合いを確認している事例あり。全体的には詳細度
300を基本（近接箇所のみ400を採用）

・建設会社；詳細度300程度が一般的。鉄道交差部についてついて、点群データを取得し、3元モデル
と重ね合わせることで視覚化。また、4Dによる施工計画を作成し視覚化を図っている事例あり

・従来の2次元のみならず、3次元データも納品となるとかなりの労力を要していることから、BIM/CIM
を「やらされている」といった意見も出ている状況。発注者として必要性、目的を明確にする必要

BIM/CIM検討の状況（阪神高速の事例）

■阪神高速発注工事
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橋梁区間における活用事例

詳 細 度：200～300 300：外径を正確に表現、200：桁や橋脚の内部等一部は省略

作成方法：3D点群データを計測し、CIMデータと統合
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橋梁区間における活用事例

既設構造物との離隔確認

下水処理場内の建屋と側縦桁、ブラケットが干渉
⇒ 側縦桁形状の変更、側縦桁が不要となる床版を採用
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橋梁区間における活用事例

設計品質向上のため独自のCIMデータを作成
・詳細度400 主構造の形状確認、付属物の金具干渉
・点検員のモデルを配置 ⇒ 点検、補修作業を想定した検査路の動線検討
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１.桁下施設と鋼桁との干渉・隔離照査

２. 街路構造物との干渉照査

３. 建設限界の照査

４. 景観協議への活用

５. 無線ルートと鋼桁の干渉照査

６. ３D点群モデルを用いた現況路面高の計測

BIM/CIMの活用事例（フロントローディング）



35

■クラウド導入
・BIM/CIM活用目的の明確化。ex）視覚化による協議の円滑化、地元説明、部位毎の高詳細度
・ファイル形式の互換性、クラウドサービス；KOLC∔（コルク社）、Basepage（川田テクノ）、

CIMPHONY（福井コンピューター） 等

【参考】クラウドを活用し関係者間で３次元モデルを含むデータ・情報を共有

・ユーザー側のパソコンに３次元モデルを閲覧するための専用ソフトを導入することなく、クラウド上で3

次元モデルが閲覧可能であり、関係者間（受発注者間、他業者、現場作業 等）での情報共有が容易
 ・ソフトにより、履歴（バージョン、変更日、変更箇所、改訂者等）の記録、点群データの統合、4Dモデル
（時間情報の付与）の活用が可能。なお、工事竣工後の引継ぎが課題

発注者、受注者間でクラウドを活用した情報共有
⇒ 使用状況、課題等について適宜確認しながら、生産性向上のあるべき姿を

  検討

BIM/CIM検討の状況（阪神高速の事例）
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【参考】BIM/CIM共有クラウドの活用（KOLC+）
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建設工事竣工時における引継ぎデータの当面の整備方針（案）【ルール化】

■橋梁区間
〇詳細度は原則として全区間300程度とし、特に遊間部を含む支点付近の接続構造については、詳
細度400程度とする。なお、付属物（検査路、落橋防止装置、裏面版、集水桝等）については、 詳細度
200程度（点群データは取得しない）

〇属性情報の紐づけ（3 次元モデル成果物作成要領（国交省案,令和4年3月より）
3 次元モデルに付与する属性情報は、構造全体（階層1）、構造体（階層2）及び構成要素（階層3）に対
して行うものとし、部材（階層4）に対しては、対象となる部材によって任意
但し、発注者によるリクワイヤメントに応じて、必要な部材に対しても属性情報を付与

■擁壁、開削トンネル区間
〇詳細度は原則として全区間300程度とし、躯体内の配管の状態並びに周辺の埋設インフラについても、

 離隔、形状を把握 ⇒ 配管の径までの再現は不要（ラインのみ）

〇点群取得の目的の明確化。山岳トンネルは変状確認を目的として点群データは必須（点検要領に記載）
 一方、開削トンネルは変状でなく、コンクリート表面のひび割れ性状の確認が必須 ⇒ 画像データの取得  

⇒ 初期点検実施時に取得（建設工事竣工時には実施しない）

〇属性情報の紐づけ（3 次元モデル成果物作成要領（国交省案,令和3年3月より）
 3 次元モデルに付与する属性情報は、構造全体（階層1）、構造体（階層2）及び構成要素（階層3）に対
して行うものとし、部材（階層4）に対しては、対象となる部材によって任意
但し、発注者によるリクワイヤメントに応じて、必要な部材に対しても属性情報を付与
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設計計算書、図面、CO打込み記録等

【参考】開削トンネル工事属性情報データ付与イメージ

階層のイメージ
階層１＝工区全体
階層２＝各種構造物区間
階層３＝各種U型擁壁の１ブロック

作成したモデルの階層のイメージ
階層１＝海老江工区全体
階層２＝U型擁壁区間
階層３＝U型擁壁１ブロック、配管設備

階層２：U型擁壁区間

階層３：U型擁壁1ブロック、配管設備
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360度カメラ（ドローン等）画像による点群自動生成技術

⚫ 連続撮影画像より点群自動生成

⚫ 熊谷市等において2023年度より試行導入。2025年度の本格導入を目指す

⚫ 能登半島地震災害査定において九州地整が全国の地整で初導入

⚫ 将来的にはデジタルツインにおよるオープンデータ化。維持管理業務の効率化を

目指す

（淀川左岸線（2期）海老江工区デモ(4/8)）

データ

収集

自動

点群生成

検査と分析調書と共有

安全なストレージ
と

オンラインアクセス

• ロボットによる画像取得

• ドローン

• 360°カメラ

• ブラウザ上で完結

• 仮想ウォーク

• 損傷をピンの配置で

• 欠陥の種類、損傷度を特定

• AI /DLによる損傷特定技術
の統合

• ウェブベースの長期
データ管理システム

• ISO19650準拠

• 全自動点群生成

• 全自動3D投影

• BIMモデルと統合



40

コンクリート内部の可視化技術

淀川左岸線（2期）海老江工区デモ（4/8）
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【参考】BIM/CIM推進委員会の状況（モデルの詳細度）
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デジタルツイン（サイバー空間マネジメント）

現実空間とサイバー空間の高度な融合
⚫ 現実空間にある橋梁、トンネル等の道路構造物と同じ性質、挙動を示すモデルをサイバー空

間に構築、再現
⚫ サイバー空間のおいて、南海トラフ等の地震を発生させ、構造物の被災状況をシミュレー

ションし、得られた結果を現実世界で事前対策や復旧計画を策定。また、サイバー空間内の
構造物に対して将来の劣化シミュレーションを行い、構造物ごとのメンテナンスサイクルを
策定

⚫ さらに、発生した被害状況を考慮した通行止めや交通渋滞等、道路ネットワーク上の交通流
への影響評価
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デジタルツインにより現実空間をサイバー空間に再現
都市高速道路全線を仮想空間上にモデル化
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デジタルツインはインフラに何をもたらすか？

豪雨・台風に
よる影響は？

地震は大丈夫？
このまま劣化
が進むと危険？

平常時,地震発生時
交通状況は？

津波が起こる
と浸水する？

複合災害に
耐え得る？

データ ×

×

⚫ データとシミュレーションを用いて将来予測し、想像力豊かに事象を検討。併せて、事前対応

⚫ 道路ネットワーク全体のリスクの可視化、評価（地震防災、維持管理、交通マネジメント等）

⚫ ナレッジマネジメントの情報基盤、サプライチェーンの寸断を防ぎ、持続可能な社会を実現

⚫ 運用に向けたルール作り

シミュレーション

交通データ 気温データ 路面データ

資産情報 損傷情報 地盤情報

解析モデル 点群モデル 平面地図
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４．他機関の取組み（九州地整、関東地整 他）
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九州地整におけるインフラDXの取組み

https://www.qsr.mlit.go.jp/infradx/
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九州地整におけるインフラDXの取組み（メタバースの活用）

https://www.qsr.mlit.go.jp/infradx/
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九州地整におけるインフラDXの取組み（能登半島地震による災害調査）

https://www.qsr.mlit.go.jp/infradx/
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関東地整におけるインフラDXの取組み

https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000876009.pdf
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関東地整におけるインフラDXの取組み

https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000876009.pdf
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VIRTURL SHIZUOKA構想 -明日起こるかもしれない災害に備えて3次元点群データを蓄積-

https://virtualshizuokaproject.my.canva.site/
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４．その他（インフラ物性）
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微視的データの活用可能性

53
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1

【場  所】兵庫県佐用郡佐用町

【建設期間】1991～1997年、1997年10月供用開始

【蓄積リング】電子エネルギー8GeV, 周長1436m

【参考】Spring-8 日本のフラグシップ放射光施設
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放射光はこれまで何に使われてきたのか？

材料科学
物質構造解析表面分析

生物学・生命科学
構造生物学イメージング

分光学的手法

物理・基礎研究
高エネルギー物理学天体物理学

基礎光学

環境科学
環境分析気候研究

地質学・地球科学
鉱物学超高圧物性

ナノテク・ナノ材料
ナノスケール評価薄膜物性

化学
化学分析

化学反応分子構造

考古学・文化財
非破壊分析

産業応用
半導体産業

自動車産業製薬業



56

SPring-8での社会インフラ老朽化評価

• SPring-8（X線CT）と富岳（大規模画像解析・シミュレーション）の連携で、リ
アルな構造物を理解し、科学的にその寿命を予測

• 構造物の寿命（更新時期）の科学的予測によって、社会インフラの安全性や
信頼性を確保しつつ、効果的・効率的な予算投入が可能

• コンクリート、アスファルトにおいて実施中

X線CTによる３D像 内部空隙を可視化

CT撮影 空隙抽出

外観検査では分からない内部空隙をミクロオーダーで可視化。その情報をもとに、ストレ
ス・破壊進展などの劣化予測につなげていくことが可能
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５．建設業の生産性向上のために
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日本の建設業の生産性向上のために

ゼロベースでの見直し

帳票が必要か？ 紙の時代はデータを
帳票でしか提出できなかった

本当に必要なのは
データなのでは？

・BIM/CIM原則適用化でモデル構築が普及
・単なる幾何的形状の再現ではなく属性を正しく持ったBIM/CIMモデルが重要
・データの互換性が重要
・得られたデータを連携させ、活用することで生産性は劇的に向上
・発注者、受注者双方のデジタルスキルの向上

⚫ 構造物完成イメージの共有
3次元計測やモデルを用いた検討を多用していくことで、施工イメージの具現化、
完成イメージの意識の統一化が可能。また、3次元モデルや施工履歴を考慮した4D

モデルを組み込むことで、施工手順の誤りや不具合を早期に発見、未然に防ぐこと
に貢献。その結果として、手直し、手戻り作業を減らすこととなり、不必要な検討、
作業を削減

⚫ 竣工データの仕様を真剣に考える

どのようなデータを竣工図書（属性情報、詳細度）にすれば、維持管理、補修まで
活用できるか？ 品質管理データ、点群データ、インフラ物性データ  ⇒ ルール作り
サイバー空間マネジメントとの連携
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◆コンセプト 未来社会の実験場

大阪・関西万博まであと258日

◆テーマ いのち輝く未来社会のデザイン

➢ 展示をみるだけでなく、世界80億人がアイデアを交換し、未来社会を「共創」
(co-create)

➢ 万博開催前から、世界中の課題やソリューションを共有できるオンラインプ
ラットフォームを立ち上げ

➢ 人類共通の課題解決に向け、先端技術など世界の英知を集め、新たなアイ
デアを創造・発信する場に

https://www.expo2025.or.jp/overview/

光ファイバ、太陽光発電（路面太陽光等）、DXの推進（BIM/CIM,AI,IoT,VR/AR等）
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ご清聴ありがとうございました
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